
(57)【要約】

【課題】

　ホワイトバランス調整のために行われるＲ，Ｇ，Ｂの

各基準電流値の調整ダイナミックレンジが小さくても精

度よくホワイトバランス調整ができる有機ＥＬ駆動回路

および有機ＥＬ表示装置を提供することにある。

【解決手段】

　この発明は、第１のタイミングコントロール信号に対

して所定時間順次遅延した複数の第２のタイミングコン

トロール信号を発生し、複数の第２のタイミングコント

ロール信号と第１のタイミングコントロール信号と所定

のデータとを受けてこの所定のデータに応じて複数の第

２のタイミングコントロール信号の１つを選択して選択

した第２のタイミングコントロール信号の前縁を前縁と

し、後縁を第１のタイミングコントロール信号としたリ

セットパルスを発生し、このリセットパルスに応じて端

子ピンを所定のバイアスラインに接続して端子ピンに接

続してリセットすることで、所定のデータに応じて表示

期間が調整され、有機ＥＬパネルの輝度が調整されるも

のである。

JP 2004-334179 A 2004.11.25



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 水 平 １ ラ イ ン の 走 査 期 間 に 相 当 す る 表 示 期 間 と 水 平 走 査 の 帰 線 期 間 に 相 当 す る リ セ ッ ト
期 間 と を 切 り 分 け る 所 定 の 周 波 数 の 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 応 じ て 前 記 表 示
期 間 に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を そ の 端 子 ピ ン を 介 し て 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 に お い て 、
　 前 記 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 対 し て 所 定 時 間 順 次 遅 延 し た 複 数 の 第 ２ の タ
イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 と 、
　 所 定 の デ ー タ に 応 じ て 前 記 複 数 の 第 ２ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の １ つ を 選 択 し て
選 択 し た 前 記 第 ２ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 応 じ て 前 縁 を 決 定 し 、 後 縁 を 前 記 第 １
の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 と し た リ セ ッ ト パ ル ス を 発 生 す る リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路
と 、
　 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス を 受 け て 前 記 端 子 ピ ン を 所 定 の バ イ ア ス ラ イ ン に 接 続 し て 前 記 端 子
ピ ン に 接 続 さ れ た 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 電 荷 を リ セ ッ ト す る ス イ ッ チ 回 路 と
を 備 え 、
　 前 記 所 定 の デ ー タ に 応 じ て 前 記 表 示 期 間 が 調 整 さ れ 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 輝 度 が 調 整
さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 は 、 選 択 し た 前 記 第 ２ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の 前
縁 を 前 縁 と す る 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス を 発 生 す る 請 求 項 １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 さ ら に レ ジ ス タ を 有 し 、 前 記 タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 は 、 前 記 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト
ロ ー ル 信 号 を 受 け て 前 記 所 定 時 間 順 次 遅 延 さ せ て 複 数 の 第 ２ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信
号 を 発 生 す る 遅 延 回 路 で あ り 、 前 記 所 定 の デ ー タ が 前 記 レ ジ ス タ に 設 定 さ れ る 請 求 項 ２ 記
載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 リ セ ッ ト 回 路 は 前 記 レ ジ ス タ を 有 し 、 前 記 リ セ ッ ト 回 路 の 外 部 か ら 前 記 レ ジ ス タ に
前 記 所 定 の デ ー タ が 設 定 さ れ る 請 求 項 ３ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 に 対 応 し て 複 数 の 前 記 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 を 有 し 、
前 記 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 と 前 記 ス イ ッ チ 回 路 と が Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 設 け ら れ 、 Ｒ ， Ｇ
， Ｂ に 対 応 に 前 記 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 が そ れ ぞ れ リ セ ッ ト さ れ る 請 求 項 ４ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路
。
【 請 求 項 ６ 】
　 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 の そ れ ぞ れ の 前 記 ス イ ッ チ 回 路 は 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 前 記 リ セ ッ ト
パ ル ス を 受 け て Ｏ Ｎ に さ れ て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 の そ れ ぞ れ の 前 記 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 陽 極 側 を 前
記 端 子 ピ ン を 介 し て 前 記 所 定 の バ イ ア ス ラ イ ン あ る い は Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 の バ イ ア ス ラ イ ン
に 接 続 す る 請 求 項 ５ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 は 、 前 記 端 子 ピ ン の ぞ れ ぞ れ に 対 応 し て 設 け ら れ 、 前 記 所
定 の デ ー タ が 前 記 端 子 ピ ン 対 応 に 設 定 さ れ る 請 求 項 ６ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 前 縁 は 立 上 が り エ ッ ジ で あ り 、 前 記 後 縁 は 立 下 が り エ ッ ジ で あ り 、 前 記 遅 延 回 路 は
シ フ ト レ ジ ス タ で 構 成 さ れ 、 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 は 、 前 記 レ ジ ス タ と 、 セ レ ク タ
と 、 ア ン ド 回 路 あ る い は ナ ン ド 回 路 と か ら な り 、 前 記 セ レ ク タ が 前 記 複 数 の 第 ２ の タ イ ミ
ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 と 、 前 記 レ ジ ス タ か ら 前 記 所 定 の デ ー タ と を 受 け て 前 記 複 数 の 第 ２
の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の １ つ を 選 択 し 、 前 記 ア ン ド 回 路 あ る い は ナ ン ド 回 路 が 前
記 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 と 前 記 セ レ ク タ か ら 出 力 さ れ た 前 記 第 ２ の タ イ ミ ン
グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 と を 受 け て 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス を 発 生 す る 請 求 項 ７ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 さ ら に 、 前 記 端 子 ピ ン 対 応 に 設 け ら れ た Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 と 、
　 こ の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 に よ り 変 換 さ れ た 電 流 値 の 電 流 に よ り 電 流 駆 動 さ れ 、 前 記 端 子 ピ ン
を 電 流 駆 動 す る 前 記 端 子 ピ ン 対 応 に 設 け ら れ た 電 流 源 と を 有 す る 請 求 項 ８ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ
駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 水 平 １ ラ イ ン の 走 査 期 間 に 相 当 す る 表 示 期 間 と 水 平 走 査 の 帰 線 期 間 に 相 当 す る リ セ ッ ト
期 間 と を 切 り 分 け る 所 定 の 周 波 数 の 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 応 じ て 前 記 表 示
期 間 に 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を そ の 端 子 ピ ン を 介 し て 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 対 し て 所 定 時 間 順 次 遅 延 し た 複 数 の 第 ２ の タ
イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 と 、
　 所 定 の デ ー タ に 応 じ て 前 記 複 数 の 第 ２ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の １ つ を 選 択 し て
選 択 し た 前 記 第 ２ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の 前 縁 を 前 縁 と し 、 後 縁 を 前 記 第 １ の タ
イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 と し た リ セ ッ ト パ ル ス を 発 生 す る リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 と 、
　 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス を 受 け て 前 記 端 子 ピ ン を 所 定 の バ イ ア ス ラ イ ン に 接 続 し て 前 記 端 子
ピ ン に 接 続 さ れ た 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 前 記 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 電 荷 を リ セ ッ ト す る ス イ ッ チ 回
路 と を 備 え 、
　 前 記 所 定 の デ ー タ に 応 じ て 前 記 表 示 期 間 が 決 定 さ れ 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 輝 度 が 調 整
さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 さ ら に レ ジ ス タ を 有 し 、 前 記 タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 は 、 前 記 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト
ロ ー ル 信 号 を 受 け て 前 記 所 定 時 間 順 次 遅 延 さ せ て 複 数 の 第 ２ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信
号 を 発 生 す る 遅 延 回 路 で あ り 、 前 記 所 定 の デ ー タ が 前 記 レ ジ ス タ に 設 定 さ れ る 請 求 項 １ ０
記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 リ セ ッ ト 回 路 は 前 記 レ ジ ス タ を 有 し 、 前 記 リ セ ッ ト 回 路 の 外 部 か ら 前 記 レ ジ ス タ に
前 記 所 定 の デ ー タ が 設 定 さ れ る 請 求 項 １ １ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 色 に 対 応 し て 複 数 の 前 記 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 を 有 し 、
前 記 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 と 前 記 ス イ ッ チ 回 路 と が Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 設 け ら れ て Ｒ ， Ｇ
， Ｂ に 対 応 に 前 記 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 が そ れ ぞ れ リ セ ッ ト さ れ る 請 求 項 １ ２ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装
置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 前 縁 は 立 上 が り エ ッ ジ で あ り 、 前 記 後 縁 は 立 下 が り エ ッ ジ で あ り 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対
応 の そ れ ぞ れ の 前 記 ス イ ッ チ 回 路 は 、 そ れ ぞ れ に 対 応 す る 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス を 受 け て Ｏ
Ｎ に さ れ て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 の そ れ ぞ れ の 前 記 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 陽 極 側 を 前 記 端 子 ピ ン を 介 し
て 前 記 所 定 の バ イ ア ス ラ イ ン あ る い は Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 の バ イ ア ス ラ イ ン に 接 続 す る 請 求 項
１ ３ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 水 平 １ ラ イ ン の 走 査 期 間 に 相 当 す る 表 示 期 間 と 水 平 走 査 の 帰 線 期 間 に 相 当 す る リ セ ッ ト
期 間 と を 切 り 分 け る 所 定 の 周 波 数 の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 応 じ て 前 記 表 示 期 間 に
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を そ の 端 子 ピ ン を 介 し て 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 に お い て 、
　 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の 前 縁 に 対 し て 所 定 時 間 順 次 遅 延 し た 複 数 の タ イ ミ ン
グ 信 号 を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 と 、
　 所 定 の デ ー タ に 応 じ て 前 記 複 数 の タ イ ミ ン グ 信 号 の １ つ を 選 択 し て 選 択 し た 前 記 タ イ ミ
ン グ 信 号 に 応 じ て 前 縁 を 決 定 し 、 後 縁 を 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 と し た リ セ ッ ト
パ ル ス を 発 生 す る リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 と 、
　 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス を 受 け て 前 記 端 子 ピ ン を 所 定 の バ イ ア ス ラ イ ン に 接 続 し て 前 記 端 子
ピ ン に 接 続 さ れ た 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 電 荷 を リ セ ッ ト す る ス イ ッ チ 回 路 と
を 備 え 、
　 前 記 所 定 の デ ー タ に 応 じ て 前 記 表 示 期 間 が 調 整 さ れ 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 輝 度 が 調 整
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さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 タ イ ミ ン グ 信 号 は 、 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 か ら 遅 延 し て 生 成 さ れ る 信 号
で あ る 請 求 項 １ ５ 記 載 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 水 平 １ ラ イ ン の 走 査 期 間 に 相 当 す る 表 示 期 間 と 水 平 走 査 の 帰 線 期 間 に 相 当 す る リ セ ッ ト
期 間 と を 切 り 分 け る 所 定 の 周 波 数 の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 応 じ て 前 記 表 示 期 間 に
有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を そ の 端 子 ピ ン を 介 し て 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に お い て 、
　 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の 前 縁 に 対 し て 所 定 時 間 順 次 遅 延 し た 複 数 の タ イ ミ ン
グ 信 号 を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 と 、
　 所 定 の デ ー タ に 応 じ て 前 記 複 数 の タ イ ミ ン グ 信 号 の １ つ を 選 択 し て 選 択 し た 前 記 タ イ ミ
ン グ 信 号 に 応 じ て 前 縁 を 決 定 し 、 後 縁 を 前 記 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 と し た リ セ ッ ト
パ ル ス を 発 生 す る リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 と 、
　 前 記 リ セ ッ ト パ ル ス を 受 け て 前 記 端 子 ピ ン を 所 定 の バ イ ア ス ラ イ ン に 接 続 し て 前 記 端 子
ピ ン に 接 続 さ れ た 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 電 荷 を リ セ ッ ト す る ス イ ッ チ 回 路 と
を 備 え 、
　 前 記 所 定 の デ ー タ に 応 じ て 前 記 表 示 期 間 が 調 整 さ れ 、 前 記 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 輝 度 が 調 整
さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び こ れ を 用 い る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 し 、 詳 し く は
、 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 等 の 表 示 装 置 を 有 す る 電 子 機 器 の Ｒ （ 赤 ） ， Ｇ （ 緑 ） ， Ｂ （ 青 ） の
輝 度 調 整 に よ る 表 示 画 面 上 で の ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 容 易 な あ る い は 輝 度 む ら を 低 減 す
る こ と が で き る よ う な 高 輝 度 カ ラ ー 表 示 に 適 し た 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 携 帯 電 話 機 ， Ｐ Ｈ Ｓ 、 Ｄ Ｖ Ｄ プ レ ー ヤ 、 Ｐ Ｄ Ａ （ 携 帯 端 末 装 置 ） 等 に 搭 載 さ れ る 有 機 Ｅ
Ｌ 表 示 装 置 の 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル で は 、 カ ラ ム ラ イ ン の 数 が ３ ９ ６ 個 （ １ ３ ２ × ３ ） の 端
子 ピ ン 、 ロ ー ラ イ ン が １ ６ ２ 個 の 端 子 ピ ン を 持 つ も の が 提 案 さ れ 、 カ ラ ム ラ イ ン 、 ロ ー ラ
イ ン の 端 子 ピ ン は こ れ 以 上 に 増 加 す る 傾 向 に あ る 。
　 こ の よ う な 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 電 流 駆 動 回 路 の 出 力 段 に は 、 ア ク デ ィ ブ マ ト リ ッ ク ス
型 で も 単 純 マ ト リ ッ ク ス 型 の も の で も 端 子 ピ ン 対 応 に 電 流 源 の 駆 動 回 路 、 　 例 え ば 、 カ レ
ン ト ミ ラ ー 回 路 に よ る 出 力 回 路 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 問 題 点 の １ つ は 、 液 晶 表 示 装 置 の よ う に 電 圧 駆 動 を 行 う と 、 輝 度 ば
ら つ き が 大 き く な り 、 か つ 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 発 光 感 度 差 が あ る こ と か ら 表 示 制 御 が 難 し い こ
と で あ る 。 そ の た め に 電 流 駆 動 を 行 う こ と に な る が 、 電 流 駆 動 を 行 っ て も 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の
駆 動 電 流 に 対 す る 発 光 効 率 の 比 は 、 例 え ば 、 Ｒ ： Ｇ ： Ｂ ＝ ６ ： １ １ ： １ ０ 程 度 と 差 が あ っ
て 、 こ の よ う な 発 光 効 率 は 、 使 用 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 （ 以 下 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 ） の 材 料 に よ っ て
異 な っ て く る 。
　 そ こ で 、 カ ラ ー 表 示 に お け る 電 流 駆 動 回 路 で は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 使 用 材 料 に 応 じ て 輝
度 調 整 を し て 表 示 画 面 上 で ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 る 必 要 が あ る 。 そ の た め に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
対 応 に 輝 度 調 整 を す る 調 整 回 路 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 と こ ろ で 、 マ ト リ ッ ク ス 状 に 配 置 し た Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 を 電 流 駆 動 し 、 か つ 、 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 陽
極 と 陰 極 を グ ラ ン ド に 落 と し て リ セ ッ ト す る Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 回 路 が 公 知 で あ る （ 特 許 文
献 １ ） 。 ま た 、 Ｄ Ｃ － Ｄ Ｃ コ ン バ ー タ を 用 い て Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 を 低 消 費 電 力 で 電 流 駆 動 す る 技
術 が 公 知 で あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － ２ ３ ２ ０ ７ ４ 号 公 報
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【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ４ ３ ８ ６ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 電 流 駆 動 回 路 で は 、 通 常 、 基 準 電 流 を 電 流 増 幅 し て 各 カ ラ ム 端 子 ピ
ン 対 応 に Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 電 流 が 生 成 さ れ る 。 そ こ で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を 採 る た め の 駆
動 電 流 の 調 整 は 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 す る そ れ ぞ れ の 基 準 電 流 を 調 整 す る こ と で 行 わ れ て い
る 。
　 基 準 電 流 を 調 整 す る た め に 、 従 来 の 電 流 駆 動 回 路 は 、 基 準 電 流 発 生 回 路 に ４ ビ ッ ト 程 度
の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 を 設 け て Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 、 例 え ば 、 ３ ０ μ Ａ ～ ７ ５ μ Ａ の 範 囲 で ５ μ
Ａ 刻 み で 所 定 の ビ ッ ト デ ー タ を 設 定 す る こ と で Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ れ の 基 準 電 流 を 調 整 し て
い る 。 し か し 、 最 近 で は 各 種 の 有 機 Ｅ Ｌ 材 料 が 開 発 さ れ て き て お り 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス を
採 る た め の 輝 度 調 整 の 範 囲 は 、 ４ ビ ッ ト 程 度 の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 で は 調 整 が 粗 く な り 、 ４ ビ
ッ ト 程 度 で は 調 整 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ く て 対 応 し き れ な く な っ て き て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 カ ラ ム ラ イ ン の 数 が 増 加 す る と 、 複 数 の ド ラ イ バ Ｉ Ｃ に よ り カ ラ ム ラ イ ン の 端 子
ピ ン を 駆 動 す る こ と が 必 要 に な る 。 し か も 、 １ 個 の ド ラ イ バ Ｉ Ｃ は 、 多 数 の 端 子 ピ ン を 駆
動 す る こ と に な る 。 そ の 結 果 、 端 子 ピ ン 対 応 に 設 け ら れ る 電 流 源 の 駆 動 回 路 の 電 流 出 力 特
性 に ば ら つ き が 発 生 し て 、 こ れ に よ り 駆 動 さ れ る 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 パ ネ ル の 輝 度 む ら が 目 立 っ
て く る 。
　 こ の 発 明 の 目 的 は 、 こ の よ う な 従 来 技 術 の 問 題 点 を 解 決 し 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 の た
め に 行 わ れ る Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 基 準 電 流 値 の 調 整 ダ イ ナ ミ ッ ク レ ン ジ が 小 さ く て も 精 度 よ く
ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が で き る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と
に あ る 。
　 こ の 発 明 の 他 の 目 的 は 、 輝 度 む ら を 低 減 す る こ と が 容 易 な 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び 有 機
Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め の こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 お よ び こ れ を 用 い る 有 機
Ｅ Ｌ 表 示 装 置 の 構 成 は 、 水 平 １ ラ イ ン の 走 査 期 間 に 相 当 す る 表 示 期 間 と 水 平 走 査 の 帰 線 期
間 に 相 当 す る リ セ ッ ト 期 間 と を 切 り 分 け る 所 定 の 周 波 数 の 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル
信 号 に 応 じ て 表 示 期 間 に そ の 端 子 ピ ン を 介 し て 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 電 流 駆 動 す る 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 に お い て 、
　 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 対 し て 所 定 時 間 順 次 遅 延 し た 複 数 の 第 ２ の タ イ ミ
ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 と 、 複 数 の 第 ２ の タ イ ミ ン グ コ
ン ト ロ ー ル 信 号 と 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 と 所 定 の デ ー タ と を 受 け て こ の 所 定
の デ ー タ に 応 じ て 複 数 の 第 ２ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 の １ つ を 選 択 し て 選 択 し た 第
２ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 に 応 じ て 前 縁 （ 立 上 が り あ る い は 立 下 が り エ ッ ジ ） を 決
定 し 、 後 縁 （ 立 下 が り あ る い は 立 上 が り エ ッ ジ ） を 第 １ の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 と
し た リ セ ッ ト パ ル ス を 発 生 す る リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 と 、 リ セ ッ ト パ ル ス を 受 け て 端 子
ピ ン を 所 定 の バ イ ア ス ラ イ ン に 接 続 し て 端 子 ピ ン に 接 続 さ れ た 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｏ Ｅ Ｌ 素
子 の 電 荷 を リ セ ッ ト す る ス イ ッ チ 回 路 と を 備 え て い て 、 所 定 の デ ー タ に 応 じ て 表 示 期 間 が
調 整 さ れ 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 輝 度 が 調 整 さ れ る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 と こ ろ で 、 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 は 、 所 定 の 定 電 圧 Ｖ ZRに プ リ チ ャ ー ジ す る 定 電 圧 リ セ ッ ト が 行 わ
れ て 発 光 駆 動 さ れ る の で 、 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 の 各 カ ラ ム 端 子 ピ ン を 介 し て 電 流 駆 動 さ れ る
Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 波 形 は 、 図 ３ （ ｇ ） に 示 す Ｒ に つ い て の 駆 動 電 流 波 形 の よ う に 、 こ の 所
定 の 定 電 圧 Ｖ ZRか ら ス タ ー ト す る ピ ー ク 電 流 波 形 （ 実 線 ） と な る 。 な お 、 図 ３ （ ｇ ） の 点
線 は 、 電 圧 波 形 で あ る 。
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　 定 電 圧 リ セ ッ ト は 、 水 平 走 査 の 帰 線 期 間 に 相 当 す る リ セ ッ ト 期 間 に 行 わ れ 、 こ の と き の
表 示 期 間 は 、 水 平 １ ラ イ ン の 水 平 走 査 期 間 に 相 当 す る 。 そ こ で 、 表 示 期 間 と リ セ ッ ト 期 間
の 切 り 分 け が 表 示 期 間 ＋ リ セ ッ ト 期 間 に 対 応 す る 周 期 （ 水 平 走 査 周 波 数 ） の タ イ ミ ン グ コ
ン ト ロ ー ル パ ル ス に よ り 行 わ れ る 。 な お 、 図 ３ は 、 端 子 ピ ン を 電 流 駆 動 す る 電 流 の 駆 動 波
形 と こ れ を 発 生 す る た め の 各 種 タ イ ミ ン グ 信 号 の 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ に つ い て 説 明 す る と 、 図 ３ （ ａ ） は 、 各 制 御 信 号 の タ イ ミ ン グ の 基 本 と な る 同 期 ク
ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ で あ り 、 図 ３ （ ｂ ） は 、 ピ ク セ ル カ ウ ン タ の カ ウ ン ト ス タ ー ト パ ル ス Ｃ Ｓ Ｔ
Ｐ で あ る 。 そ し て 、 ピ ク セ ル カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 が 図 ３ （ ｃ ） に 示 さ れ て い る 。 図 ３ （
ｄ ） は 、 表 示 開 始 パ ル ス Ｄ Ｓ Ｔ Ｐ で あ り 、 図 ３ （ ｊ ） は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス
Ｔ Pで あ り 、 図 ３ （ ｅ ） が Ｒ に つ い て の リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ R、 図 ３ （ ｈ ） が Ｇ に つ い て の
リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ G、 図 ３ （ ｉ ） が Ｂ に つ い て の リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Bで あ る 。
　 こ の 発 明 で は 、 図 ３ （ ｅ ） ， 図 ３ （ ｈ ） ， 図 ３ （ ｉ ） に 示 す よ う に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ
れ の リ セ ッ ト パ ル ス の リ セ ッ ト 期 間 を 相 違 さ せ て 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 期 間 の 終 了 時 点 を 異
な る も の に す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 言 い 換 え れ ば 、 こ の 発 明 は 、 リ セ ッ ト 期 間 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 し て 外 部 か ら デ ー タ 設 定
し て 調 整 で き る よ う に す る こ と に よ り 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 表 示 期 間 の 終 了 時 点 を Ｒ ， Ｇ ， Ｂ そ
れ ぞ れ に 対 応 し て 調 整 し て 、 そ れ ぞ れ の 輝 度 を 調 整 す る も の で あ る 。 あ る い は 各 端 子 ピ ン
対 応 に リ セ ッ ト 期 間 を 調 整 で き る よ う に す る こ と で 、 各 端 子 ピ ン 対 応 に 輝 度 調 整 す る こ と
を 可 能 に す る 。
　 こ れ に よ り 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の そ れ ぞ れ の 端 子 ピ ン 全 体 に 対 し て リ セ ッ ト 期 間 の 調 整 が で き
、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が で き る 。 さ ら に 、 輝 度 む ら に 対 応 し て 各 端 子 ピ ン の う ち 選 択 し
た 端 子 の リ セ ッ ト 期 間 を 調 整 し て 輝 度 む ら を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 そ の 結 果 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 が 可 能 な あ る い は 輝 度 む ら の 低 減 が 可 能 な 有 機 Ｅ Ｌ 駆
動 回 路 お よ び 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 装 置 を 容 易 に 実 現 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ ラ ム ド
ラ イ バ の リ セ ッ ト 回 路 を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 、 図 ２ は 、 そ の タ イ ミ ン グ 波 形 の 説 明 図 、
そ し て 図 ３ は 、 端 子 ピ ン を 電 流 駆 動 す る 電 流 波 形 と こ れ を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 の 説 明
図 で あ る 。
　 図 １ に お い て 、 １ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル に お け る 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 と し て の カ ラ ム Ｉ Ｃ
ド ラ イ バ （ 以 下 カ ラ ム ド ラ イ バ ） で あ る 。 こ の カ ラ ム ド ラ イ バ １ ０ は 、 コ ン ト ロ ー ル 回 路
１ と 、 ｎ 段 （ ｎ は ２ 以 上 の 整 数 ） の シ フ ト レ ジ ス タ ２ と 、 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｒ ，
３ Ｇ ， ３ Ｂ 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ ， ４ Ｇ ， ４ Ｂ 、 出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ ， ５ Ｇ ， ５ Ｂ 、 レ ジ ス
タ ６ 等 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 各 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ は 、 Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら レ ジ ス タ ６ を 介 し て 表 示 デ ー タ Ｄ Ａ Ｔ を 受 け て
基 準 電 流 生 成 回 路 （ 図 示 せ ず ） で 生 成 さ れ た Ｒ に つ い て の 基 準 駆 動 電 流 を 表 示 デ ー タ 値 分
増 幅 し て そ の と き ど き の 表 示 輝 度 に 応 じ た 駆 動 電 流 を 生 成 す る 。 そ し て 、 生 成 し た 駆 動 電
流 で そ れ ぞ れ に 出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ を 駆 動 す る 。 各 出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ は 、 一 対 の ト ラ ン ジ ス
タ か ら な る カ レ ン ト ミ ラ ー 回 路 で 構 成 さ れ 、 Ｒ に つ い て の ｍ 個 の カ ラ ム 側 の 出 力 端 子 Ｘ R1
， Ｘ R2， … Ｘ Ｒ m（ 図 示 せ ず ） を 介 し て 駆 動 電 流 を 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の Ｒ に つ い て の 各 Ｏ Ｅ
Ｌ 素 子 ９ の 陽 極 に 出 力 す る 。
　 Ｒ の 出 力 端 子 Ｘ R1， Ｘ R2， … Ｘ Ｒ mは 、 さ ら に そ れ ぞ れ ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｒ 1， Ｓ Ｒ 2，
… Ｓ Ｒ m（ 図 示 せ ず ） 、 そ し て こ れ ら ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｒ 1， Ｓ Ｗ Ｒ 2， … Ｓ Ｗ Ｒ mに 共 通 に
接 続 さ れ た 定 電 圧 の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZRを 介 し て グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 な お 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｇ ， ４ Ｂ 、 出 力 段 電 流 源 ５ Ｇ ， ５ Ｂ は 、 Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ 、
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出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ と 同 様 な 構 成 で あ る の で そ の 接 続 に つ い て の 説 明 は 割 愛 す る 。 各 出 力 段
電 流 源 ５ Ｇ が 接 続 さ れ て い る 出 力 端 子 Ｘ G1， Ｘ G2， … Ｘ Gm（ 図 示 せ ず ） は 、 Ｇ に つ い て の
各 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 ９ の 陽 極 に 接 続 さ れ 、 出 力 端 子 Ｘ G1， Ｘ G2， … Ｘ Gmは 、 そ れ ぞ れ ス イ ッ チ 回
路 Ｓ Ｗ Ｇ 1， Ｓ Ｇ 2， … Ｓ Ｇ m（ 図 示 せ ず ） 、 定 電 圧 の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZGを 介 し て グ
ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。 　 ま た 、 各 出 力 段 電 流 源 ５ Ｂ が 接 続 さ れ て い る 出 力 端 子
Ｘ B1， Ｘ B2（ 図 示 せ ず ） ， … Ｘ Bm（ 図 示 せ ず ） は 、 Ｂ に つ い て の 各 Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 ９ の 陽 極 に
接 続 さ れ 、 出 力 端 子 Ｘ B1， Ｘ B2， … Ｘ Bmは 、 そ れ ぞ れ ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｂ 1， Ｓ Ｂ 2（ 図 示
せ ず ） ， … Ｓ Ｂ m（ 図 示 せ ず ） 、 定 電 圧 の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZBを 介 し て グ ラ ン ド Ｇ Ｎ
Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。
　 そ こ で 、 以 下 で は 、 Ｒ に つ い て の Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｒ 、 出 力 段 電 流 源 ５ Ｒ の 構 成 と そ の
関 係 を 中 心 に 説 明 し て Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 ４ Ｇ ， ４ Ｂ 、 出 力 段 電 流 源 ５ Ｇ ， ５ Ｂ の そ れ ぞ れ の
構 成 と そ の 関 係 に つ い て は 割 愛 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｒ 1， Ｓ Ｗ Ｒ 2， … Ｓ Ｗ Ｒ mは 、 図 １ に 示 す よ う に 、 Ｒ に つ い て の 出 力
端 子 Ｘ R1～ Ｘ Rmに 対 応 に 設 け ら れ た リ セ ッ ト ス イ ッ チ で あ り 、 各 出 力 端 子 を ツ ェ ナ ー ダ イ
オ ー ド Ｄ ZRの 定 電 圧 Ｖ ZRに リ セ ッ ト す る も の で あ る 。 各 ス イ ッ チ 回 路 は 、 図 １ に 示 す よ う
に 、 例 え ば 、 Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ で 構 成 さ れ 、 そ の ゲ ー ト が ラ イ ン １ １ に 接 続
さ れ 、 こ の ラ イ ン １ １ を 介 し て Ｒ に つ い て の リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Rを リ セ ッ ト パ ル ス 発 生
回 路 ３ Ｒ か ら 受 け る 。
　 各 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス は 、 各 出 力 端 子 Ｘ R1～ Ｘ Rmに 接 続 さ れ 、 各 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ
イ ン は 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZRを 介 し て グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い る 。 こ れ に よ り
ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZRの 持 つ 定 電 圧 Ｖ ZRに Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 ９ の 陽 極 側 は 、 リ セ ッ ト 期 間 に プ
リ チ ャ ー ジ さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 同 様 に 、 図 １ 示 す よ う に 、 Ｇ に つ い て の ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｇ 1， Ｓ Ｗ Ｇ 2， … を 構 成 す る
Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ が Ｇ に つ い て 各 出 力 端 子 Ｘ G1， Ｘ G2， … に 対 応 に 設 け ら れ
て い る 。 そ の 各 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス は 、 各 出 力 端 子 Ｘ G1， Ｘ G2， … に 接 続 さ れ 、 各 ト ラ
ン ジ ス タ の ド レ イ ン は 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZGを 介 し て グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続 さ れ て い
る 。 そ し て 、 そ の 各 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト は 、 ラ イ ン １ ２ に 接 続 さ れ 、 こ の ラ イ ン １ ２ を
介 し て リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Gを リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｇ か ら 受 け る 。
　 同 様 に 、 図 １ 示 す よ う に 、 Ｂ に つ い て の ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｂ 1， Ｓ Ｗ Ｂ 2， … Ｓ Ｗ Ｂ mを
構 成 す る Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ が Ｂ に つ い て 各 出 力 端 子 Ｘ B1， Ｘ B2， … に 対 応 に
設 け ら れ て い る 。 そ の 各 ト ラ ン ジ ス タ の ソ ー ス は 、 各 出 力 端 子 Ｘ B1， Ｘ B2， … に 接 続 さ れ
、 各 ト ラ ン ジ ス タ の ド レ イ ン は 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZBを 介 し て グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 接 続
さ れ て い る 。 そ し て 、 そ の 各 ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト は 、 ラ イ ン １ ３ に 接 続 さ れ 、 こ の ラ イ
ン １ ３ を 介 し て リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Bを リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｂ か ら 受 け る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ た リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｒ 、 ３ Ｇ 、 ３ Ｂ は 、 同
一 の 構 成 で あ る の で 、 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｒ に つ い て 説 明 す る と 、 こ れ は 、 そ れ ぞ
れ セ レ ク タ ３ １ と ２ 入 力 ア ン ド ゲ ー ト ３ ２ 、 ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ ３ ３ 、 そ し て イ ン バ ー タ
３ ４ と か ら な る 。 シ フ ト レ ジ ス タ ４ は 、 コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ か ら タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル
パ ル ス Ｔ Pと 、 イ ン バ ー タ ３ ４ を 介 し て ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ と を 受 け て 、 ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ の 立
下 が り タ イ ミ ン グ で 、 各 段 に 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う な 出 力 波 形 を 発 生 す る 。
　 な お 、 図 ２ （ ａ ） は 、 ｎ を ４ と し て ４ 段 の シ フ ト レ ジ ス タ と し 、 そ の 各 段 の フ リ ッ プ フ
ロ ッ プ を Ｑ 1～ Ｑ 4と し た 場 合 の 説 明 で あ る 。 Ｑ 1～ Ｑ 4の 各 段 の 出 力 信 号 は 、 シ フ ト レ ジ ス
タ ４ の 各 段 に 入 力 さ れ る ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ の 立 下 が り に 応 じ て 発 生 し 、 Ｑ 2～ Ｑ 4は 、 初 段 Ｑ
1の 立 上 が り か ら １ 乃 至 数 ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ 分 遅 延 し た 出 力 と な っ て い る 。 ま た 、 初 段 Ｑ 1の
立 上 が り タ イ ミ ン グ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pの 立 上 が り か ら こ れ に 同 期 す
る ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ が 立 下 が る ま で の 期 間 分 遅 延 し て い る 。
　 セ レ ク タ ３ １ は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ４ の 初 段 の 出 力 信 号 か ら 最 終 段 の 出 力 信 号 の そ れ ぞ れ
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と 初 段 へ の 入 力 信 号 （ コ ン ト ロ ー ル 回 路 １ か ら タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ P） と を
受 け て 、 入 力 信 号 の １ つ を 選 択 す る 。 こ の セ レ ク タ ３ １ の 入 力 信 号 の 選 択 は 、 レ ジ ス タ ３
３ に 設 定 さ れ た ｋ ビ ッ ト （ ｋ は ２ 以 上 の 整 数 ） の デ ー タ 値 に 応 じ て 行 わ れ る 。 こ こ で 、 選
択 さ れ た 入 力 信 号 は 、 ２ 入 力 の ア ン ド ゲ ー ト ３ ２ の 一 方 に 入 力 さ れ る 。 ア ン ド ゲ ー ト ３ ２
の 他 方 の 入 力 に は シ フ ト レ ジ ス タ ４ の 入 力 信 号 （ タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ P） が
入 力 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の 結 果 、 ア ン ド ゲ ー ト ３ ２ の 出 力 は 、 レ ジ ス タ ３ ２ に 設 定 さ れ た デ ー タ 値 に 応 じ て 初
段 か ら ｍ ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ （ ｍ は １ 以 上 の 整 数 ） 遅 延 し た リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Rが 発 生 す る
。 こ の リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Rは 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pの 立 上 が り （ 前 縁 ） あ
る い は 選 択 さ れ た Ｑ 1～ Ｑ 4の 出 力 の い ず れ か の 立 上 が り （ 前 縁 ） を 立 上 が り （ 前 縁 ） と し
、 立 下 が り （ 後 縁 ） を タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pの 立 下 が り （ 後 縁 ） と し た 、 図
３ （ ｅ ） に 示 す よ う な リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Rに な る 。 リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Rは 、 イ ン バ ー タ
３ ５ を 介 し て Ｐ チ ャ ネ ル Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ の ゲ ー ト に 送 出 さ れ て ス イ ッ チ 回 路 Ｓ Ｗ Ｒ 1
， Ｓ Ｗ Ｒ 2， … Ｓ Ｗ Ｒ mに そ れ ぞ れ 加 え ら れ る 。 な お 、 ア ン ド ゲ ー ト ３ ２ と イ ン バ ー タ ３ ５
と を ナ ン ド ゲ ー ト で 構 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ こ で 、 シ フ ト レ ジ ス タ ４ を ｎ ＝ ４ と し て ４ 段 構 成 と し 、 ｋ ＝ ３ と す る と 、 レ ジ ス タ ３
３ に セ ッ ト さ れ る ３ ビ ッ ト の デ ー タ は 、 ０ ～ ４ ま で の 値 と さ れ 、 そ の 数 値 が 出 力 段 数 に 対
応 し て い る 。 し た が っ て 、 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｒ の レ ジ ス タ ３ ３ に 設 定 さ れ た ３ ビ
ッ ト の デ ー タ を ” ０ １ １ ” で 「 ３ 」 と す る と 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ フ ト レ ジ ス タ
４ の Ｑ 3の 出 力 が 選 択 さ れ て 、 ア ン ド ゲ ー ト ３ ２ の 出 力 は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 初
段 Ｑ 1の 出 力 か ら ２ ク ロ ッ ク 分 遅 延 す る 。
　 そ の 結 果 と し て 、 図 ３ （ ｅ ） に 示 す よ う な リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Rが リ セ ッ ト パ ル ス 発 生
回 路 ３ Ｒ か ら 発 生 す る 。 図 ３ （ ｈ ） の リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Gの 場 合 は 、 リ セ ッ ト パ ル ス 発
生 回 路 ３ Ｇ の レ ジ ス タ ３ ３ に 設 定 さ れ た ３ ビ ッ ト の デ ー タ は ” ０ １ ０ ” で 「 ２ 」 の 場 合 で
あ り 、 シ フ ト レ ジ ス タ ４ の Ｑ 2の 出 力 が 選 択 さ れ る 。 図 ３ （ ｉ ） の リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Bの
場 合 は 、 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｂ の レ ジ ス タ ３ ３ に 設 定 さ れ た ３ ビ ッ ト の デ ー タ は ”
０ ０ １ ” で 「 １ 」 の 場 合 で あ り 、 シ フ ト レ ジ ス タ ４ の Ｑ 1の 出 力 が 選 択 さ れ る 。 な お 、 こ
の 図 の 場 合 、 シ フ ト レ ジ ス タ ４ の 各 段 の 出 力 は 、 ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ の 立 下 が り タ イ ミ ン グ に
一 致 し て 発 生 す る も の と す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に リ セ ッ ト パ ル ス を リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｒ 、 ３ Ｇ 、
３ Ｂ の そ れ ぞ れ の ３ ビ ッ ト の レ ジ ス タ ３ ３ に 設 定 さ れ た デ ー タ に 応 じ て ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ に
同 期 さ せ て そ の 立 下 が り タ イ ミ ン グ で 立 上 が る パ ル ス と し て 発 生 さ せ る 。 し か も 、 こ の パ
ル ス は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pの 立 下 が り で 立 下 が る パ ル ス と な る 。 そ の 結
果 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 表 示 期 間 の 終 了 タ イ ミ ン グ を 調 整 で き る 。 こ れ に よ り 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ
対 応 に 表 示 期 間 を 調 整 で き 、 そ れ ぞ れ の 輝 度 調 整 が 可 能 に な る 。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 な お 、 レ ジ ス タ ３ ３ の 値 が “ ０ ” の と き に は 、 各 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｒ 、 ３ Ｇ 、
３ Ｂ は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pを リ セ ッ ト パ ル ス と し て 出 力 す る 。 な お 、 こ
の タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pの 立 上 が り は 、 ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ の 立 下 が り で は な く
、 立 上 が り タ イ ミ ン グ に 一 致 し て い る 。 し か し 、 図 ３ （ ｈ ） の パ ル ス を タ イ ミ ン グ コ ン ト
ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pと す れ ば 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pを ク ロ ッ ク Ｃ Ｌ Ｋ の 立 下 が
り タ イ ミ ン グ に 一 致 さ せ て 発 生 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ ら リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ Bは 、 あ ら か じ め 決 定 さ れ て い る 表 示 期 間 ＋
リ セ ッ ト 期 間 に 対 応 す る 周 期 （ 水 平 走 査 周 波 数 ） の パ ル ス で あ っ て 、 こ れ の Ｈ Ｉ Ｇ Ｈ レ ベ
ル （ 以 下 “ Ｈ ” ， “ Ｈ ” 有 意 ） に 応 じ て 図 ３ （ ｅ ） の リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Rに 示 す よ う に
、 リ セ ッ ト 期 間 Ｒ Ｔ が 開 始 す る 。 そ し て 、 図 ３ （ ｄ ） に 示 す 表 示 開 始 パ ル ス Ｄ Ｓ Ｔ Ｐ の 立
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上 が り で 表 示 期 間 Ｄ が 開 始 し 、 こ れ に 同 期 し て リ セ ッ ト 期 間 が 終 了 す る 。 そ の た め 、 こ の
リ セ ッ ト 期 間 が 終 了 す る 時 点 を 基 準 に し て タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pが 立 下 が る
。 こ の 立 下 が り タ イ ミ ン グ で カ ウ ン タ 等 に よ り カ ウ ン ト が 開 始 さ れ て あ ら か じ め 決 め ら れ
た 一 定 期 間 の 間 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pが Ｌ Ｏ Ｗ レ ベ ル （ 以 下 “ Ｌ ” ） と な
る 。 カ ウ ン タ 等 の カ ウ ン ト ア ッ プ に 応 じ て 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pの 次 の 立
上 が り タ イ ミ ン グ が 決 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ の 結 果 、 例 え ば 、 Ｒ に つ い て は 、 図 ３ （ ｆ ） に 示 す ピ ー ク 発 生 パ ル ス Ｐ pに 応 じ て 図
３ （ ｇ ） に 示 す よ う な Ｏ Ｅ Ｌ 素 子 ９ を 電 流 駆 動 す る 電 流 の 駆 動 波 形 （ 実 線 参 照 ） を 発 生 す
る こ と に な る 。
　 と こ ろ で 、 図 ３ （ ｅ ） ， （ ｈ ） ， （ ｉ ） に 示 す 各 リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ B
が “ Ｈ ” の リ セ ッ ト 期 間 に は 、 表 示 デ ー タ 等 の 各 種 の デ ー タ の 設 定 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 表 示 素 子
９ の 陽 極 電 圧 の 定 電 圧 リ セ ッ ト 等 が 行 わ れ る 。 特 に 、 こ れ ら リ セ ッ ト 信 号 が “ Ｈ ” の と き
に は 、 各 端 子 ピ ン 対 応 に 設 け ら れ た レ ジ ス タ ６ 等 の 表 示 デ ー タ レ ジ ス タ に デ ー タ が セ ッ ト
さ れ る の で 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ の 各 端 子 ピ ン が １ ３ ２ 端 子 ピ ン あ る 場 合 に は 、 図 ３ （ ｃ ） の ピ ク
セ ル カ ウ ン タ の 値 に 従 っ て 、 各 リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ Bの “ Ｈ ” の 期 間 は 、
１ ３ ３ ク ロ ッ ク 以 上 の カ ウ ン ト が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 Ｒ に つ い て の 図 ３ （ ｇ ） に 示 す 電 流 駆 動 波 形 は 、 リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ Rが “ Ｈ ” の 立 上
が り 開 始 期 間 が 表 示 終 了 期 間 に 対 応 し て い る 。 こ の こ と は 、 Ｇ ， Ｂ の 電 流 駆 動 波 形 に つ い
て も 同 様 で あ る 。
　 そ こ で 、 こ の 各 リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ Gの 立 上 が り タ イ ミ ン グ を Ｒ ， Ｇ ，
Ｂ 対 応 に 設 定 す る こ と で 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に 表 示 期 間 の 長 さ を 変 え る こ と が で き る 。 そ こ
で 、 各 リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ Bの 立 上 が り タ イ ミ ン グ を 外 部 か ら デ ー タ で 設
定 す る こ と で 、 Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に そ れ ぞ れ の 表 示 期 間 の 長 さ を 決 定 し 、 こ れ に 応 じ て 輝 度
を 調 整 す る 。 こ れ に よ り ホ ワ イ ト バ ラ ン ス の 調 整 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｒ ， ３ Ｇ ， ３ Ｂ の 各 レ ジ ス タ ３ ３ に セ ッ ト さ れ る デ ー タ は 、
Ｒ ， Ｇ ， Ｂ に 対 応 し て Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら 設 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 こ れ ら の リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ
Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ Bの そ れ ぞ れ の 立 上 が り 位 置 が Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら 設 定 さ れ る デ ー タ に よ り 調
整 で き る 。 こ の デ ー タ 値 は 、 例 え ば 、 Ｍ Ｐ Ｕ 内 部 の 不 揮 発 性 メ モ リ 等 に 記 憶 し て お き 、 電
源 Ｏ Ｎ 時 に 各 レ ジ ス タ ３ ３ に 設 定 す る 。 ま た 、 こ れ ら の 設 定 デ ー タ は 、 入 力 デ ー タ に 応 じ
て 不 揮 発 性 メ モ リ 等 に 記 憶 さ れ る 。 特 に 、 Ｍ Ｐ Ｕ ７ へ の 入 力 と 不 揮 発 性 メ モ リ へ の デ ー タ
の 書 込 み は 、 製 品 出 荷 の テ ス ト 段 階 等 で Ｒ ， Ｇ ， Ｂ 対 応 に そ れ ぞ れ キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し
て ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 調 整 を 行 う よ う に す る と よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 さ て 、 こ の 実 施 例 で は 、 Ｒ 、 Ｇ ， Ｂ 対 応 に リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 ３ Ｒ ， ３ Ｇ ， ３ Ｂ を
設 け て い る が 、 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 を 出 力 端 子 Ｘ R1， Ｘ R2， … Ｘ Ｒ m， 出 力 端 子 Ｘ G1
， Ｘ G2， … Ｘ Gm， 出 力 端 子 Ｘ B1， Ｘ B2， … の そ れ ぞ れ の 出 力 端 子 に 対 応 し て そ れ ぞ れ 設 け
る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 そ れ ぞ れ の 端 子 ピ ン 対 応 に 輝 度 調 整 が 可 能 に な る 。
　 そ の 結 果 、 輝 度 む ら に 応 じ て 輝 度 む ら を 低 減 す る デ ー タ が 輝 度 調 整 さ れ る 端 子 ピ ン の 位
置 に あ る リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 の レ ジ ス タ ３ ３ に Ｍ Ｐ Ｕ ７ か ら デ ー タ が セ ッ ト さ れ る 。
こ れ に よ り 、 そ の 端 子 ピ ン に 対 応 す る 垂 直 方 向 の ラ イ ン の 輝 度 を 調 整 し て 輝 度 む ら を 低 減
す る こ と が 可 能 に な る 。
　 な お 、 レ ジ ス タ ３ ３ に 設 定 さ れ る デ ー タ は 、 リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 の 外 部 か ら 設 定 さ
れ れ ば よ く 、 Ｍ Ｐ Ｕ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 コ ン ト ロ ー ラ 等 で あ っ て も よ い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 上 説 明 し て き た が 、 実 施 例 で は 、 タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル パ ル ス Ｔ Pに 対 し て セ レ ク
タ ３ １ に よ り 選 択 さ れ る 所 定 期 間 遅 延 し た タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー ル 信 号 を 遅 延 回 路 （ シ フ
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ト レ ジ ス タ ） に よ り 生 成 し て い る 。 し か し 、 こ の 所 定 期 間 遅 延 し た タ イ ミ ン グ コ ン ト ロ ー
ル 信 号 は 、 遅 延 回 路 に よ る こ と な く 、 一 般 的 な タ イ ミ ン グ 信 号 発 生 回 路 を 用 い る こ と が で
き る 。
　 な お 、 実 施 例 に お け る 各 リ セ ッ ト パ ル ス Ｒ Ｓ R， Ｒ Ｓ G， Ｒ Ｓ Bは 、 “ Ｈ ” で は な く 、 論
理 レ ベ ル を 逆 に し て “ Ｌ ” の 期 間 と し て 発 生 し て も よ い こ と は も ち ろ ん で あ る 。
　 ま た 、 実 施 例 で は 、 Ｇ と Ｂ と は 、 そ れ ぞ れ 独 立 の リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 を 設 け て 、 そ
れ ぞ れ に リ セ ッ ト パ ル ス を 発 生 し て い る が 、 現 在 の と こ ろ Ｇ と Ｂ の 発 光 材 料 に よ る 発 光 効
率 の 差 は 少 な い の で 、 こ れ ら は 同 一 の １ つ の 回 路 と し て 、 こ の １ つ の 回 路 で 制 御 す る こ と
が で き る 。
　 さ ら に 、 実 施 例 で は 、 Ｒ 、 Ｇ ， Ｂ そ れ ぞ れ に プ リ チ ャ ー ジ 電 圧 （ 定 電 圧 リ セ ッ ト を す る
定 電 圧 ） を 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド Ｄ ZR， Ｄ ZG， Ｄ ZBの 電 圧 に よ り そ れ ぞ れ 独 立 に 設 定 し て
い る が 、 こ れ は 、 同 一 電 圧 で あ っ て も よ く 、 １ 個 の ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド あ る い は 定 電 圧 回
路 が 用 い ら れ て も よ い 。 さ ら に 、 ツ ェ ナ ー ダ イ オ ー ド は 、 各 出 力 端 子 に 対 応 し て そ れ ぞ れ
設 け ら れ て い て も よ い 。 さ ら に ま た 、 リ セ ッ ト は 、 定 電 圧 で は な く 、 グ ラ ン ド Ｇ Ｎ Ｄ に 対
し て 行 わ れ て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 こ の 発 明 の 有 機 Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 適 用 し た 一 実 施 例 の 有 機 Ｅ Ｌ パ ネ ル の カ
ラ ム ド ラ イ バ の リ セ ッ ト 回 路 を 中 心 と す る ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 そ の タ イ ミ ン グ 波 形 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 端 子 ピ ン を 電 流 駆 動 す る 電 流 波 形 と こ れ を 発 生 す る タ イ ミ ン グ 信 号 の 説
明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ … コ ン ト ロ ー ル 回 路 、 ４ … シ フ ト レ ジ ス タ 、
　 ３ Ｒ ， ３ Ｇ ， ３ Ｂ … リ セ ッ ト パ ル ス 発 生 回 路 、
　 ４ Ｒ ， ４ Ｇ ， ４ Ｂ … Ｄ ／ Ａ 変 換 回 路 、
　 ５ Ｒ ， ５ Ｇ ， ５ Ｂ … 出 力 段 電 流 源 、 ６ … レ ジ ス タ 、
　 ７ … Ｍ Ｐ Ｕ 、 ９ … 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 、
　 Ｓ Ｗ Ｒ 1， Ｓ Ｗ Ｒ 2… ス イ ッ チ 回 路 、
　 １ ０ … カ ラ ム Ｉ Ｃ ド ラ イ バ 、
　 ３ １ … セ レ ク タ 、 ３ ２ … ２ 入 力 ア ン ド ゲ ー ト 、
　 ３ ３ … レ ジ ス タ 、 ３ ４ ， ３ ５ … イ ン バ ー タ 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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冲，将端子引脚连接到预定的偏置线以连接到端子引脚以进行复位，并且根据预定数据调整显示时段。 调整面板的亮度。 [选型图]
图1
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